
/t'.刺激提示mFFおよび提示時W苛の7●tlク̀ッム可),

多用途既税法FZ(各社屯先生W.現匁測淀可 :胴汝,防

TE,心花など) (デ-クー ･Vコー〆-,TES((刺故lrl;

駅つき),VTRs'ス･?ム(タイム･サンプ.)ンク●可),

71!-ル引tlW!yWu-{･の狩引力測定iIim (力のレベルに応

じた強化スJr')ユ-Jt'可)

0社会研究部門

｡タレメーター 一式 (生態視察FT])

○ビデオコー〆一 一式

oトヲンシ-パー

0変異研究部門

間先泳動誤配 (把粉および寒天), 血放出判近用兵,

フl)-1rL .低温恒温ab,TL,紀勢城田払 L/デオ (デy

スケ･モニター),Colobus碩冊増水200佃

○生活史研究部門

タナック･カード･セレクター,1'I･出叱蚊‡乱 日動熱

血計

0サル摂保健飼育管理施設

温度記録計 (12打点,0-50●C),動作記良計 (QT丑望

日立,24ch.),市感度記録計 (34!_茄TtI払 EPR-

3Tおよび2T型), TI-クルカTL/ンクー (ディsJグ

Jt'･7'1)ソクー付), フレ-ムフ*T･メ-メ- (Na,

K,測定用),DIscTE先泳動袋田,耀天免疫法把,姓

沫淡色用具一式

0串島野外観ホ施tg:

')-7●,船外横付ポート

5. 研 究 括 鋤

形儲基礎研究部門

近藤四郎 ･岩本光雄 ･石田炎火

東 陽一斗･渡辺 毅

研 究 概 要

1)韮艮用の姿勃およびロコ屯 -yロンの出城隅学的

研究

近 頒 四 郎

かつてヒ11の四肢骨の扇平性について,Ⅹ絞廻転杭断

粒彩法,筋屯図法などにより追究した際,その形態形成

の杓Ffとして生活様式,運動様式との関連が琉要である

と-35･えさせられた｡ヒトの正立少行にしても,その板和

をたずねるとき,多伍多位な運動様式に'(古む詔艮糊との

比較考群が必打i{･あることはいうまでもない.

2)正艮mの形怨と体温調節の凹油性について

近 藤 四 郎

Allcn,Bcrgmann,GlogcrなどのIL･別がヒトの形

.現払 求人.斑宇打.解剖7qf児玉

グてに控Trlできるかどうか,よく開成になるが,文明環境

は今やその分析を四位にしていると瓜われる.熱滞,温

和などをj三としながら野玲地にもiEむ芯長柄の生願を,

主として体温調節の両からyJ.Jl;弓することは琉51がであると

Iy}･え,=Tlh/7めに,笠余市リ1,三的宜防とともに=ホyザ

〟,カニタイJJ'/t'について,埠冷血耶反応の-予報なLuし

た｡ 誌水的なこの方h-の班FZが木研究所に まだないた

め,rW和15印度より名宙良大学の巾llJrqT枕冊士などとの

州 司研究により開始した.

3)ニホンザルに関する形T(人tTl学的研兜

AL 木 光 枕

現出ニホンザJt,の形Tlを,できるだけ社内変共を考瓜

に入れて,生体計測,成田姉娘系の羽立,その他の方法

にもとづいて明らかにし,また日本における化石マカク

についても31-･千の研究を進めているO最終的には,マカ

タの1位としてのニホンlJ'/i,の形照的特徴を明らかにす

るとともに,この柾の系統発生学的成立について考窮す

ることを目的としている｡

4)芯艮甥のロコモーシコyに凹する研究

石 ETl 英 ;巧

詔艮掛 こおける上下肢筋の)72i菰血比を淡め.さらに凹

足および二足少行時の下肢筋の筋n:図を調べることによ

り,実際の生活の中での移動様式と対比させつつ,筋活

動を分析した.このような韮礎研究の上にたって,ヒt.

のn:立=足少行性IiGIFIJの過哩を朽m成すべ く粥みてい

る｡

5)ニ広域下肢の形態学的研究

渡 辺 淑

移動様式としての班立=足歩行性の控得がホミニゼー

S/コソの過モ別こおいて,節一義的役割りをはたしたこと

が近年,次節に明らかにされてきた｡直立二足歩行がい

かにして坪得されたかを明らかにするためには,現生盃

長期における粒々の移動様式と下肢構造の閑迎を調べ化

石霊長mの移動様式を考察する必要がある｡このような

観点から,現在詔提邦の下肢とくに骨盤とそれに付語す

る筋の比較解剖学的研究をおこなっている｡

研 究 発 袈 (1968年4月-1971年3月)

論 文

1)Electromyographicstudiesonfacialmus-

clcsofJapancsc･AmcricanIIybr王ds.

S.Kondo.M.Sato.Y.Kikuchi,M.T0-

mlta,M.OkadaandA.HayamI

〔J.AntllrOp.Soc.Nippon,76,135-140,

1968.〕

2)Ananthropologicalstudyofhighaltltudc

adaptationinthePeruvianlndlans.
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ReizoHarakoandShir°Rondo

〔ProceedingsWthInternationalCongress

oEAnthropologlCalandEthnologicalSci-

cnces,1,70-72,1968.]

3)Anatomicalvariationsoflimbmusclesin

primatcsfromtheviewpointoflocomotion.

Hidemilshida

〔ProceedingsWthlnternationalCongress

ofAntllrOpOlogicalandEthnologicalSci-

ences,1,334-335,1968.〕

4)A studyonacclimatizationoftheAinu

andtheJapanesewithreferencetohunting

t(!mperaturereaction.

ShiroRondo

〔J.Fac.S°i.,Univ.TOKYO,See.Y.γol.

Ⅱ,253-265,1969.〕

5)CasereportonaJapancscmonkeywith

coJlgCnitalmalformationofthelimbs.

MitsuolwamotoandMomokiHirai

〔Primates,ll,395-398,1970.〕

6)Morpholog王calstudiesofMaraca/LLSCaLa.

ll.Somatometry

Mltsuolwamoto

〔Primates,12,1971.〕

7)ニホンザルのバイペ〆1)ダムについて

石田英宍 ･近藤四郎

〔姿勢yソポジウム論文北,1971,姿勢研究所桐〕

8)Aprelimharyreportoncoldvasodilation

rcactlonoEfingeroEmacaques.

ShiroRondo,Hirom王TokuraandNori-

katsuMiwa

〔人類学維誌,79,1-,1971〕

学 会 発 衣

1)AnanthropologicalStudyofhigh altト

tudeadaptationinthePeruvianIndians.

近藤四郎 ･原子令≡

第8回国際人類学民族学全校 (1968)

2)Anatomicalvariationsoflimbmusclein

prlmatesfromtheviewpointoHocomotion.

石 田 英 奨

第8回国際人類学民族学会談 (1968)

3)詔Ll湖の寒冷血管反応

登倉尋宍 ･近藤四郎

約23回日本人類学全日本民族学会連合大会 (1969)

4)指紋における渦状紋隆線の渦巻き方向について

岩 本 光 蛭

弟23回日本人類学全日本民族学会迎合大会 (1969)

5)サ ルの限柘の構成について- とくにメガネザル

の系統的位匿の考寅を臨点として-

岩 本 光 雌

筋24回日米人効学会日本民族学会迎合大会 (1970)

6)電長期における二足立位姿勢の筋屯図による研究

石 田 英 火

災24回日本人斯学全日本民族学会迎合大金 (1970)

神経生理研究部門

時実利彦 ･久保田現

二木宏明 ･松淡謙一

研 究 概 要

1)前頭苑の機能の神経生理学的研究

時宍利彦 ･久保田脱 ･=木宏明 ･消井正樹■

岩本隆茂*8

1泊頭張が関与している行動の一つである遅延交代反

応をアカゲザルに学習させ,その時の前頭柴主構部,

尾状核,祝拭,背内側核などのニョーロン活動を解析

して ｢行動の神経生理学的機構｣を明らかにしようと

している｡

2)随意運動の蒐現機序の研究

A.随意遊動発現における遊動野の役割

久保田脱 ･弓矢治'TuH●
筋からの情報を断った状態 (後根切断)で宵を糸

件刺激として手でバJレーンをにぎるという防御射′ト

反応を学習させ運動野の錐体細胞,非比体細胞と筋

活動の相関々係をしらべているOなお,関係する細

胞活動がみられた協合,その部位で微弱Tti流を流し

ておころ筋運動をしらべ対応させている｡

B.眼球運動発現に関与する中相磯伯の解析
松 波 祉 一

自発性および学習性の眼球運動 (水平,重出方

向)と相関のある視床内,外部のニューロン活動の

性質をしらべ,眼屯図 (玉OG)とユニットとの時

間関係から眼球運動に対して果す役割を考えてい

る｡

研 究 発 表 (1968年4月-1971年3月)

輸 文

1)PrccentralcorticalunitactivityandJaw-

movementimcllrOnicmonkeys.

KisouKubota良liiroaklNiki

lEd.byA.Dubner& Y.Kawamura,Mech-

●京都大学大学院学生

+*日本学術振興会,昭和46年度流動研究且

++*京都大学大学院学生
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